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北海道十勝地方の鳥類  

10．十勝川下流沿いの沼のカモ科鳥類  

奥山美和▲・藤巻裕蔵■  

（受理：2001年5月31日）  
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要  約   

北海道十勝平野南私 卜勝川卜流蜘一にある池田キモントー，背景多沼，大猟三日鋸札  

トイト▼yキ瀾の5か所の水域で，2腑8年4－9月にカモ科鳥類の生息状涙を調べた．かモ科  

烏凛削8穂が観察された．そのうちマガン，ヒシクイ．ハクガンの3種はおもに春と秋の渡り  

時期に，オオハクチョウは泰に飛来した．水面深餌ガモはマガモ，かレガも コガモ，ヨシ  

ガモ，ヒドリガモ，オナガガモ，シマアジ，ハシピロガモの8種で，そのうちマ好も カル  

ガモ，∃㌢ガモは41、9月を通して，その他の嘩はおもに春と秋の渡り時卿こ観察され，マ  

ガモとヨシダモはこの地域で無頼した．潜水ガモは，ホシハジロ．キングロハジロ，スズガ  

モ，ホオジロガモ、ミコアイセ，カワァイサのら種で，お．もに春と秋の渡り時期に観察され  

た．個体数は渡り途中の個体の飛来で，おもに枕と春の渡り時期に増え，個体数の上で1ま潜  

水ガ毒より水面探餌ガ、モの方が多かった．  

キーワード：北海道，カモ軌覧乳沼，十勝平野  

十聯川は大雪山系に濾を発し，十勝平野を流れて太  

平洋に注ぐ。かつてその下ミ流感地域は広大な湿原で，  

川はこ野中を人きく蛇行して流れ，湿地には大小蒼ま  

ぎまの沼が散在していた。硯在十勝‖の中一下流部は  

河川改修により直線化され，川沿いの境内地は都市や  

農耕地となっているが，一部戴きれた沼と改修後にで  

きた相称潮があるっ   
これらの水域とその周辺は，春と秋にはカモ礼島願   

の渡り中継地1また春から夏にかけては一郎のカモ類  

の繁殖地となっており，自然環境がほとんど残されて  

いないl・時平野の中では，水鳥額の戦少ない生息地に  

なっている。しかし．卜勝川下流沿いにある水域にお  

ける水鳥類の隼息辟況については，只・体的に調べられ  

た例は少をい。   

これちの水域に，とのようなカモ札島憩が飛来・生  

息するかについて明らかにするため1卜勝川下流域と  
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海岸軌こ点在する5つの沼・海跡湘で2（）伽年の4、9  

月に調査した。また，その結果を十勝地方の他の水域  

における鳥類調査結果と比較し，この地域のカモ科鳥  

類相の特徴を明らかにした。  

生育する。  

5t，トイトソキ払十勝川と浦聴十勝川に、よって囲ま  

れた地域にあり，面積42haの避L字塾の沼である。  

ただし調香したのは．このうち南部の両横28ha分で  

ある。海岸措からの距離は最も近い所で100mほど  

であり，沼の先端は十勝川の河口近くで合流してい  

るため，沼の水位は十勝川の水位や潮のT満と共に  

変化する。沼の・郎の岸沿いにヨシが，海岸側では  

ハマナスなどの海岸植物やヨシートクサがヰ育し，  

沼の周辺は牧草地と放牧地である。   

調香期間は，ヱ00ロ年4月F旬′、9月ド旬である々調  

査回数は4月後半には1阿，その他の月には各月の  

前半と後半に2～3回ずつである。各調査他に全確  

を見渡せる観察場所を1、3か好誼け．おもに午前  

中に調査地1カ所につき約38分から1時間，双服静   

または望遠鏡を用いて観察L．出潮した硬．種ごと  

の個体数を記嶺した。各調査期に複数回調査した場  

合は，多い方の個体数をその調査期の結果とLた。  

調査地と胴査方法  

調査地紘一十勝川下流部沿いにある次の5か所の沼  

と河称潮である（ng．1）。  

1古池嗣キモントー∩十勝Jrlと利別川の合流点から約   

3加l上淀の右岸にある河跡湘で，面積は約21ha，周   

りは堤防と農耕地に囲まれ，岸の約95％にはヨシ，   

ガマが生育し．そこから堤防側にかけてセリ科植物  

やイネ科草本汎堤防法面から堤防上にかけては、，   

そ捌まかにヨモギ，オオイタドリ，マメ科草本，イ   

ネ科草本が生育している。また堤防の沼側法面の卜   

にはヤナギヤニワトコなどの低木が疎生する。沼に  

は低木とヨシが生えている叫11があり，その面構は  

全体の約卸％を占めている。夏には水面の一部をコ   

ウホネなとの浮華植物が被うようになる申  
2。青菜多沼七十勝川から約1k血の位置にある日これ   

までに同園は規め立てられて農耕地とな、つており，  

戌在の面積は釣1帥aである。沼の周囲は農耕地で，  

農耕地と沼の間には幅数m～5Pmのヨ、シ原が萄i），  

岸沿いにはヨシ．ガマ，ワトイが生育し．青白と農耕  

地の境界にはヤテギヤニワトコなどの低木が生えて   
いる。招内部にはとシ，コウホネなどの植物が水面   

を被うように生育している。ノ  

3。大礼十勝川から約l．4kmの付置にあり，面積は  

約25haで，周囲は農耕地である。岸はヨシ原となっ  

ており，ヨシ原を取り囲むようにヨモギ，イラクサ  

等嘩植物が生育し．沼の北東部ではヤナギ類ヤヨシ   

が沼の内部に入り込んで祈年している。沼の水面の   

約ao％ではヒシ，コウホネ，ヒツジグサなどの滞礫  

樋勒が繁茂している。  

4。三日月招。十勝川から約2kmの位置にあ射．面積   

釣14haの三R月型の河跡湖である。沼はヨシ原に閉   

まれ その外側にはヨモギ，フキ．イラクサ，ヨブ   

スマソウ，オニシモツケなどの高茎草本が生育し，   

その中にヤナギ類，ニワトコ，ハンノキが疎生して  

いて，きちにそげ〉周囲は牧草地や放牧地である〇、夏   

に沼水面の約3（〉％にヒシ，コウホネ，ヒツジグサが  

調 査 結 果  

今回の調査で親密されたカモ科鳥類は，マガ才。ビ  

シタイヤハダガン．オオハクチョウ，マガモ，感材ガ  

モ，コがモ，ヨシガも ヒド■よガモ：，オナ軒ガモ，シ  

マアジ，ノ句シピロガモ，漆シハジロ，キンタロハジセ，  

ス東好もホオジロがも ミ．コアイサ′，労ウアイサの  

1許種で，水面鍔斡型かモであるマガモ属の擾数が最も  

多かった払各詞番地におけ各調査結果を取帥卜5に  

示すさ   
ガン類3穫のうち．マガンは、4ト、5刺三太落と三日  

月沼だけで．ヒシクイは4・、5月と9月tニ下イトッキ  

沼以外の沼で観察者れ，個体数はマガンでは春に郎拍  

羽乳 ヒシクイでは磯に多く埠～65咽で為った亘、′、  

クガン′は三日月沼で4月に2羽鳥られたどⅠ、テで痴愚。   

オオハクチョウは塗てめ調査地電視寮き猟たが，旬  

月だけで，佃俸汲も2†21羽と少なかった。   

マザモとカル、ガモは査ての濁杏地史観象され，調香  

他によっでは見られない月もありた軒，4～V9月を通  

して生息していた。マガモの取患数は，5釘または6  

月までほあまり多宅なくご｝ 7月または8月かち増加し  

射め，8、9f＝ニュ6・－1餌胡とV、ずれ榔召やも∵最も番  

号なったコ カル好走の生息数も同じような季範磯肌沌   
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2．9羽（n＝8），7月下旬にノ1㌧7札平均値5．5羽（”＝2）．  

ヨシガモでは7羽（n＝】）であった。   

コガモは4、5，8～9月に観察され 個体数はト  

イトノキ沼を除くと，春より秋に多く，8月下旬から  

増え始め，44、1ホ2羽であった。   

ヒドリガモはおもに4、5月と9月に．オナガガモ  

はおもに4月と9月に観察され，秋に少数個体しか見  

られなかった青煮多沼を除くと，両種とも個体数は秋  

より春に多く，ヒドリガモで21、It）鍼J，オナダガモ  

で6、21郎月であった。   

示したが，全体にマガモに比べて少なく，三R月沼の  

ように9月に1羽しか見られ飢～調査地もあった。   

ヨシガモは大沼では4～9月を通Lて生息していた  

が，池田キモントーでは4，7，9月に，それ以郵の  

沼では春と秋に観察されただけであるヶ個体数は，9  

月に大沼で50羽が数えられた例を除くといずれの√消で  

も20羽以下であった。   

4へ9月を遣Lで生息Lていたマガモ，カルガも  

ヨシガモの3穐のうち－マガモとヨシガモでは雌と幼  

鳥からなる家族療の観察により繁殖が確認された。マ  

ガモは池田キモントーで6家族芋乳 菅素多消と大沼で  

1家族群ずつ，「口f‖再で2家族許，ヨシがモは大堀  
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シマアジは5月にトイトノキ沼で1、羽，9月に池m  

キキントーと育素謡沼で1へ写羽が見られただけ，ハ  

シピロガモは4月にトイトッキ沼で10羽，9月に他出  

キモントー，青菜多澗，対召で1～4羽が見られただ  

けで，両種とも個体数は少なかった。なお，シマアジ  

はおも∧にコガモの群れの中にいた。   

以上のように．マガモ師ま8種で，そのうち3種が  

4」9月を逸して生息しており，他の5種はおもに寺  

と秋の渡り時期に飛来した。   

ホシハヅロは4－5月と9月に観察されたが，個体  

数は少なく1～3羽で，三日月沼でほまったく見られ  

なかった琶   
キンタロノ1ジロはおもに4七5月と8＼9月に観察  

された。、．スズガモ属3聴の小では最も個体数が多く，  

春には15～57羽．枚には2－61研が敬えられた。   

スズガモは4＼5月に調査地のうち最も海に近いト  

イトメキ招だけで観察きれ．個体数も1が打以Fと少な  

かった。   

ホオジロガモも，おもに4－5月に海に近い≡日月  

沼とトイトンキ沼だけで観察され，個体数も2羽と少  

なかった9   

ミコアイサは4＼5月に池田キキントー以外の四つ  

の溜で，カワァイサは4月に大沼とトナトッキ紹で鶴  

寮された。個体数はミコアイサがトイトッキ招でl⇒羽  

が数えられた以外は，雨後とも10羽以下と少なかった。   

マガモ，かレガモ，ヨシガモの3穂以外の種は，お  

もに春と秋．または悠だけに飛乗するため，種数は4  

、5月と風、9月に多く，その間には少なくなる  

という季節変化が見られた（Tabユel、5）。   

次に，観察されたカモ科鳥類をガン類．ハクチョウ  

風水斬抹斜ガモ，潜水ガモ（アイ1ナ類を含む）の4  

グループに踵分し，個体散（沼面積10ha当たり）の季  

節変化を見てみる（T曲Ief））。   

ガン頚は．おもに春の渡り時期に大沼と≡日月沼で  

個体数が多くなったが．他の′沼では全体に個体数が少  

なく，はりきりした季節変化は見られなかった。ハタ  

チョウ軌よオオハクチョウ1桂だけで，価体敬の季錦  

変化についてはすでに述べたとおりである。   

水面採餌ガモの個体数は，4月と9月のガン頸の個  

体数を除くと．」二記4グループの中では最も多く，春  

と軟の渡りの時期に多くなり，息には一部の磯だけが  

観察されるようになるため減少Lた。   

潜水ガモはおもに′春と秋の渡りの時期に飛来した。  

個体数はこの時軌こ多くなり，それ以外の時期には少  

なく．7月にはどの沼でもまったく見ち九をかった。  
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勝川水系の一つである音更川とその上流馳のダム湖で  
ある。この時期圭これらのダム湖や音更誹lのL】順闇  

（清水谷より上流）で観察されているのは，オシドリ．  

マガモ，カルガモ，コガもシマアジ，ハシビロガモ．  

ホシハジロ，キンクロハジロ．スズガモ，ホオジロガ  

モ，シノリガモ，カワァイサ♂）IZ種で（芳賀197石，  

1979，19SIa，1981b，芳賀・永山19餌，川辺1卵勘  

藤巻1995，2001），毯数は平野部の沼のムで多い。  

このうち．オシドリとシノリガモは平野部の沼でほ観  

察できなかった種で，十勝地方全域における調査でも  

オシドリは刊椚椚叩ほどんど観翳されない稗である  
（藤巻199ヨ）b生息期間をみると，山間部の水域で4  

～9月を適してぁられるのはオシドリ，マガモ，カワ  

ァイサの3種で，シノリガモは4、・7月に，その他の  

種はおもに4、5月と9月に見られている（芳賀  

19Sla，藤巻 200りゃまた，柾づれの家族鮮の観察か  

ら．その周辺で寮嬉したと考えられているのjま，オシ  

ドリ（藤巻1995），マガモ〔芳賀1981b．川辺  

198れ シノリガモ（芳賀1ウ7り），カーフアイサ（川辺  

1弛も 藤巻：瑚1）の4種であ．る。 

山間部の水域におけるカモ嬢の個体数は，5月と9  

月に多くなる季節変化であること．グループ別にみる  

と潜水ガモより水面探餌ガモの方が多い点（苦賀  

1卿l寧，藤巻 ユ脚1）は，調査地における状況と同じ  

である。しかし，4、9月の個体数（／10ha）は，水  

面採餌ガモ町域合多い月でも5～3勅月と少なく，潜水  

好手ではq、4羽とぎちに少なかっ．た。とくに川では非  

常に少ない 川l逮1988）。山間部の水城でカモ類の  

㈲体数が少ないのは．平野部の水城に生息するヒドリ  

ガモ，オナガガモ．ミコアイサなどが山間雑には飛来  

せず，種致が少ないこと，また山間部と平野部とで共  

通する種でも個体数は山間部の水域における方が少な  
いためである（藤巻 2醐り。とくに州Ilで少ないの  

は，山間部では川の流れが速く，休息に嘩していない  

からであろう。   

以上，卜勝川■F流沿いの沼5か所における4、9月  

のかモ朴鳥類の生息1夫況を，同じ十勝地方の平野部に  

ある湧洞札 山間部のダム湖と比較し，特徴を明らか  

にした。それらは以卜のとおりである。1）おもに春  

と秋の喋り時期にガン類3桂，秦にオオハクチョウが  

飛凍すると 2）水面探餌ガモは8種で，そのうちマガ  

モ．かル好も ヨシガモは4～9月を通して，その他   

考  察  

十勝川下流部沿いにある沼5か所では，4、9月に  

柑種のカモ科鳥類が観察された。音素多沼でばl粥3、  

l如5年に謂登されているが，今岡の1畠種以外の種は記  

録されていなし－（日華里f鳥の会ぃ贋支部1986）。た  

札ヒシクイ，オオハクチョウ，ヒドリガモ，オナガ  

ガモの個体数は4月に，キンタロハジロめ個体熟ま4  

月と9月に今回の韓果より多かった。このほか，これ  

までに「一勝地方の平野部の沼では襖洞沼（沼両横  

573、h由ノ）でカモ軋郎紆鳩息状況が調べられて〉－る  

（正貨ほか197汚）。それによる′と，ヰ、9月に観察さ  

れたカモ科鳥類は，今回の】畠脛のうちハクガンを除く  

17種で，種類備はよく似ている。ハタガ、ンは，目口共  

同の増殖率葉の結束，最近北滴道へば毎年政調が飛来  

するようになっており，湧洞沼の調査が行われた1970  

年代表の状況とは異なってい尋ので，この点を考蜃す  

れば，以上のほ種が十勝平野南部におけるカモ相島確  

報といってよいであろう。ただし湧洞沼では繁僻期  

にマガモ．カルガモ，ヨシガモのほか，シマアジ，キ  

ンタロハジロ，スズガモ，やワァイサも観察され，こ  

の時胡に捏蓼が多いこと，また子細周囲には森林があ  

P）カワァイサが繁殖している点は調査地と異なってい  

る。   

全種の個体数は，今回の調査地でも湧洞沼でも，春  

と概の渡り時期に多くなる点では同じであるが∫調査  
地に比べて湧洞滑では水面席細野ガモの個体数（ノ  

】nh山）が5、7月には針羽以下、8月に19軋 9月に  

弼羽と夏の間少なく、潜水ガモが5←ノ7月には6、1ウ  

札 8月に郷札 9即調噂と全般に多い点が異なっ  

ている（正富はか197S）。したがって，カモ頼のう  

ち潜水ガモが占める割合は．9月の31％を除けば，ホl  

＼9S％と多く，しかもそのpO％近く峠スズガモや，両  

グループの相対傑占要は調査地とはかなり異なってい  
る。ニの違いは，妄琴洞詔が海に近く，増水時にiま海と  

連絡し汽水となることヤ大館梢であることによるとお  
もわれる。   

十勝地方には平野瓢♂〕河＝や泊のほ′か，十勝川水系  

上流の山間瓢に湖ヤダム湖があり，これらのメ（嫉もカ  

モ類の隼意地となっているウニれらの水城のうち．こ  

れまで4、9月にリトモ燐の生息状況が調べられている  

のは．十勝川上流部にある太小いくつかのダム†軌十  
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赦穐はおもに春と叔の渡り時期に観察される。3）水  

面揮鮮ガモのうち，マガモとヨシガモが繁殖する。4）  

潜水ガモは6笹で，おもに春と秋の渡り時期に額寒さ  

れる。鋸個体数の上では潜水ガモより水面揮餌ガモ  

の方が多い，8）山間部に生息するオシドリと☆ノリ  

ガモほ観察されない。  
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